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平成３０年度     菩北っ子の学力向上策｣     

                                                                        学校名 湖南市立菩提寺北小学校 

      豊かな心と生涯学び続ける力を持ち、たくましく生きる人間の育成 

 

 ♪主体的・対話的な学びを通して、深い学びを実現できる子の育成 

        ～個の学びを支える深い学びの授業デザイン～ 

 

 

 

 

め あ て と  ふ り か え り 

 

 
基礎的・基本的な知識技能、活用力、学習意欲の獲得 

                              「子ども主体」「深い学び」をキーワードに授業改善の推進 

               ｢菩北スタイル｣を基軸とした学び方を授業の中で身につける  

 

 児童の課題となる姿  

 ○ 人間関係力の弱さから、生活場面でのトラブルが起きる。 

 ○ 話し合い活動が意見の伝達に止まり、問い返しや切り返しを通しての「深い学び」になっていない。 

 ○ 多様な場面や状況に応じて、どのような言葉を選んで表現することがふさわしいか判断することが難しい。 

 ○ 話し合い活動を通して、意見をつないだりまとめたりする力が十分ではない。 

 ○ 複数の条件設定を満たして、自分の考えを書く力が十分ではない。 

 ♪菩北の学力向上プロジェクト＆プログラム  

〈プロジェクト３〉 
学び続ける意欲 ・学び合う力
を身につけさせます。 

〈プロジェクト２〉 
子どもが主体となり、一人で学
習を進めることができる思考力
・判断力・表現力を身につけさせ
ます。 

〈プロジェクト１〉 
言語活動や学校図書館活用
を通して、各教科等の「つけた
い力」を身につけさせます。 

【プログラム】 
①パブリックスピーキングを推
進し、誰もが司会、記録、発表、
タイムキーパーができる力をつ
けます。              
 ※話し合いをまとめる力  
 ◇１時間に１回は、交流の 
  時間を設ける。 
 ◇思考を深めるハンドサイ 
 ンの活用。 
 
②学びを深めるおたずね言葉  
    
 ◇問い返し切り返すことで 
の話し合い活動のつながり 
 
③授業とつながる家庭学習  
     
 ◇予習・復習が生きる(授業 
に生きる力となる )授業展開 
  
 ◇予習 ・復習を意識した家  
庭学習の推進。 

 ◇保護者への発信、啓発。 

 
 
 
 
 
 

【プログラム】 
①身につけさせたい力を明確に
した授業改善をします。    
    
  ◇単元構想の工夫  
 ・菩北スタイルの徹底  
   
②言語活動を充実させ、学校図
書館を活用した授業を推進しま
す。  
    
 ◇本校共通言語活動選定。 
 ◇学び方を示したラーニング 
スキル。 
 ◇学校図書館を活用した授  
業実施。  
 ※並行読書・比べ読み等  
 
③読書活動の充実を図ります。 
    
 ◇ブックトーク 
 ◇朝の読書、読み聞かせ、 
  お話会等  
 ◇図書館便り発行（教師への 
読書に関しての基礎的な知  識
を図る） 
 ◇学校図書館を活用した授業  
 ◇学習成果物の掲示・展示  
 
④基礎・基本の定着を図ります。 
  

【プログラム】 
①自分の学習課題を決定し、学習
の進め方を考え追究していく力を
つけます。(思考語彙の活用 ) 
     
  ◇一次  
 
 
 

・目的意識・相手意識を持つ 
・学習計画表を児童と作成  
・必然性のある課題設定  

  ◇二次  
 ・選択できる学習プリント、教材。 
 ・三次を意識した活動  
  ◇二次→三次  
 ・二次でつけた力を三次に生か 
す。 

 ◇三次  
 ・身につけた力で学習を進める。  
 
②自分の考えを根拠をもって表現
できる力をつけます。 
 ◇教科書以外の資料や図書を 
使い学びを深める。           

 ◇感想語彙・評価語彙を掲示。 
 ◇ふりかえり（マス目、条件）。 
 ◇校内言語環境整備。 
 

③学習形態を工夫します。 
 ◇「一人」 「グループ」 
  「全体」 「ペア」 
   「先生と」          
  （掲示カード提示） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


